
新
資
料

紀

州

内

，子-..
管

一
は
じ
め
に

二
紀
州
東
照
宮
蔵
服
飾
類
の
伝
来
概
要

三

各

服

飾

品

の

概

観

伝
来
別
グ
ル
ー
プ

A
 
B
 
C

(
以
上
本
号
掲
載
)

D
 

四

E
 

む
す
ぴ

は
じ
め
に

東

照

宮

の

B反

飾

類

上

和
歌
山
市
和
歌
浦
の
紀
州
東
照
宮
に
所
蔵
さ
れ
る
服
飾
類
は
、
こ
れ
ま
で
は
殆
ど

i

l
紀
州
東
照
宮
服
飾
類
調
査
報
告

人
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
部
が
虫
干
し
を
兼
ね
て
正
月
数
日
間

境
内
の
建
物
内
に
展
示
さ
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

そ
の
巾
の
一
領
「
葵
紋
付
小
紋
胴
服
(
実
際
は
小
袖
で
あ

っ
た
ど
が
、
曾
っ
て
石

紀

州

東

照

宮

の

服

飾

類

上

神

λ，::、
'口'

築

子

川
県
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
家
康
と
近
世
繁
明
展
」
に
出
陳
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

後
日
知
り
、
昭
和
四
十
九
年
十
月
そ
の
調
査
の
機
を
得
て
現
地
に
赴
い
た
。
そ
の
折

に
、
他
に
も
保
存
が
よ
く
仕
立
も
当
初
の
ま
ま
の
、
年
代
は
江
戸
初
頭
を
下
ら
な
い

ひ
で
と
し

服
飾
品
が
多
数
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
宮
司
西
川
秀
紀
氏
の
御

厚
意
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
同
年
十
一
月
、
昭
和
五
十
年
四
月
、
昭
和
五
十
一
年
三
月

の
四
回
に
わ
た
っ
て
こ
れ
ら
の
服
飾
品
全
部
を
概
略
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
撮
影

も
主
要
な
も
の
の
約
半
数
は
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
服
飾
品
に
関
す
る

精
査
、
撮
影
に
は
以
後
相
当
数
の
回
を
重
ね
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
昭
和
五
十

年
五
月
奈
良
に
於
け
る
第
二
十
八
回
美
術
史
学
会
全
国
大
会
の
口
頭
発
表
に
次
い

で
、
こ
こ
に
そ
の
全
貌
を
紹
介
し
た
い
と
考
え
る
。

紀
州
東
照
宮
蔵
服
飾
類
の
伝
来
概
要

紀
州
東
照
宮
は
、
紀
州
藩
祖
の
徳
川
頼
宣
〈
徳
川
家
康
第
十
子
、
議
町
長
詳
J

に
よ
っ
て
元
和
七
年
Q
S
C
南
海
道
の
総
鎮
護
と
し
て
創
建
さ
れ
た
。
こ
こ
に
蔵
さ

れ
る
服
飾
類
は
伝
来
に
五
つ
の
種
類
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
A
、
B
、

c、
D
、
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研

r、、

ロT
J

E
に
分
け
て
概
要
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

A 

徳
川
家
康
所
川
口
仰
を
紀
州
初
代
藩
主
徳
川
頼
宣
が
東
照
宮
に
寄
附
し
た
(
記

録
年
月
不
詳
と
台
帳
に
あ
る
〉
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
。
黒
砲
、

袖

地
羽

IIi 

唐
草
絞
り
て
白
小
袖
〈
地
羽
二
重
〉
、
小
袖
ハ
地
羽
二
重
、
葵
紋
付
宝
尽
し
小
紋
〉
、

袴

(
赤
地
絹
黄
縞
)
、

表
袴
、

冬
裾
、
夏
単
、

冬
胴
服
(
冬
御
相
と
附
紙
が
あ
る
)
、
夏
半

皆
、
冬
下
襲
、
冠
、
勿
、
石
帯
、
議
、
沓

以
上
十
六
点
。

B

徳
川
将
軍
家
よ
り
の
拝
領
品
を
明
治
四
年
五
月
に
紀
州
旧
藩
主
の
正
二
位
徳

川
保
釈

(
A
M
t
i明
一
位
九
)
が
東
照
宮
に
寄
附
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
。

袖

白

綾
地
絹
葵
紋
付
〉
、
能
狩
衣
ハ
朋
黄
縞
子
、
金
糸
に
て
葵
紋
付
〉
、
半
管
ハ
唐
織
〉
、
腰
帯

〈
白
紗
綾
葵
紋
付
)

以
上
四
点
。
な
お
、
伝
来
は
こ
の

B
に
属
す
る
も
の
で
茶
室
四

口
が
あ
る
。
う
ち
二
口
の
焼
は
唐
物
、
二
円
の
焼
は
朝
鮮
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ

ら
四
口
に
は
何
れ
に
も
牡
汁
唐
草
文
の
金
華
山
で
仕
立
て
た
口
覆
い
が
あ
る
。

こ
の

金
華
山
の
裂
は
文
様
や
地
質
等
か
ら
見
て
近
世
初
期
の
舶
載
品
と
見
倣
さ
れ
、
格
調

高
い
優
口
問
で
あ
る
。

た
だ
本
題
が
服
飾
類
と
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
こ
の

B
の

項
で
は
扱
わ
ず
、
最
後
の

つ
む
す
び
L

で
染
織
品
と
し
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。

A
、
B
の
服
飾
品
名
称
と
品
質
・
形
状
の
説
明
・
順
序
は
、
明
治
四
十
一
年
十
二
月

に
、
県
社
東
照
宮
社
務
所
で
記
載
さ
れ
た
こ
と
が
表
紙
に
明
記
し
て
あ
る
「
神
社
財
産
登

註

-

録
台
帳
(
本
簿
ど
に
依
っ
た
。

な
お
、

A
、
B
に
属
す
る
も
の
は
、
束
帯
一
式
の
中
の
冠
、
勿
、
沓
は
各
々
当
初
の
も

の
と
思
わ
れ
る
蒔
絵
等
の
箱
に
入
れ
ら
れ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
他
の
衣
料
は
す
で
に

明
治
四
十
一
年
の
時
点
で
、
当
初
の
衣
料
箱
や
比
較
的
早
い
時
期
に
作
ら
れ
た
で
あ
ろ
う

衣
料
箱
〈
挿
図
1
、
2
〉
に
適
当
に
納
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
束
帯
の
装

二
八

束
、
能
装
束
、
小
袖
、
小
袴
が
分
類
さ
れ
る
こ
と
な
く
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

66 

台
帳
の
下
段
記
入
欄
に
記
さ
れ
て
い
る
各
々
の
納
入
箱
名
称
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。

C 

徳
川
家
康
か
ら
の
拝
領
品
と
し
て
藩
士
渥
美
家
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
甲
胃
類

(宵
黒
塗
六
十
四
問
l
別
称
信
家
作
l
、

頬
当
鉄
錆
猿
頬
l

国
近
作
l

、

日
行
面
頬
l

一口同
義
作

ー
、
胴
黒
塗
小
札
花
色

ス
カ
ケ
威
l

信
家
作
|
、

大
袖
黒
塗
小
札
花
色
糸
威
|
宗
佳
作、

11侯

輪
同
断
!
宗
低
作
l

、

小
子
左
右
南
蛮
鎖
家
地
蝦
夷
錦
|
作
者
不
詳
、

側
楯
革
小
札
家
地
蝦

夷
錦

l
作
者
不
詳
l

、

マ
ン
チ
ラ
五
星
革
裏
地
茶
椴
子
服
当
中
楯
上
ケ
黒
塗
家
地
蝦
夷
錦
|

作
者
不
詳
l
〉
と
共
に
あ
っ
た
革
羽
織
一
領
で
、
明
治
二
十
年
四
月
に
渥
美
小
源
吾

が
県
社
南
龍
神
社
に
寄
附
し
た
。
南
龍
神
社
は
後
に
東
照
宮
に
合
記
さ
れ
た
の
で
、

こ
れ
ら
は
東
照
宮
所
蔵
と
な
っ
た
。

D 

徳
川
頼
出
n一所
川
の
即
'
宵
等
(
胃
頭
形
県
塗
綴
白
柏

引
廻
シ

和
糸
後
立
物
鍬
形

白
熊

頬
当
猿
頬
黒
塗

龍
子
左
右
織
旧
小
手

家
地
黒
縞
子

ス
カ
ケ
花
色
糸

胴
黒
塗

矢
筈
頭
縫
延

花
色
糸
成

侃
楯
朱
塗
菱
縫
花
色
来

家
地
黒
縞
子

臨
当
篠
朱
鍍
黒
塗

亀
叩
紫
糸

家
地
黒
天
驚
紙

一M
f
T
地
紙
金
〉
と
共
に
鈴
植
の
中
に
一
包
に
し
て
紀
州
徳

川
家
に
伝
え
ら
れ
て
来
た
戦
陣
則
衣
類
、
即
ち
羽
織
二
(
赤
地
唐
織
、
高
宮
麻
〉
、
下
着

六
(
表
論
f
T
裏
紅
、

晒
茶
小
紋
葵
ノ
葉
散
シ
、

晒
腰
ヨ
リ
上
ク
ク
シ
葵
紋
散
シ
股
ヨ
リ
下
薄

柿
割
菱
散
シ
、
晒
牡
丹
盾
草
小
紋
柿
染
、
附
浅
黄
小
紋
、
晒
浅
黄
襟
稲
子
)
、
ウ
チ
カ
井
紫

ク
ン
ケ
ン
単
、
襟
巻
三
(
自
給
子
両
面
二
、
緋
紗
綾
ケ
シ
縮
緬
一
〉
、

股

引

三
(
浅
黄
紗

綾
縮
緬
、
高
宮
縞
、
紅
羽
二
重
両
面
)
、
頭
巾
(
浅
黄
羽
二
重
)
、
上
帯
(
紗
絞
〉
、
忍
ノ
緒

(紗

綾
〉
、
白
袋
九
(
紫
地
金
摺
込
〉
の
以
上
二
十
七
点
が
明
治
九
年
三
月
、

旧
議
主
の
徳
川

茂
承
よ
り
鎧
橿
ご
と
甲
胃
類
と
共
に
県
社
南
龍
神
社
に
寄
附
さ
れ
た
。

C
グ
ル
ー
プ

の
も
の
と
同
様
、
南
龍
神
社
は
後
に
東
照
宮
に
合
配
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
折
に
こ
れ



ら
は
東
照
宮
の
所
蔵
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら

D
グ
ル
ー
プ
は
頼
宣
大
坂
仰
所
川
口
山
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
c

c、
D
の
服
飾
品
等
の
名
称
と
品
質
・
形
状
の
説
明
・
順
序
は
、
内
科
欄
に
明
治
四
十

二
年
六
月
二
日
に
記
載
が
明
記
の
、
表
紙
に
は
「
海
草
郡
和
歌
浦
町
字
凶
ノ
浜
千
三
百
壱
番
地

註

-

南
龍
神
社
」
と
あ
る
つ
神
社
財
産
登
録
申
請
書
L

の
本
簿
に
依
っ
た
。

県
社

E 

わ

か

ま

つ
り

和
歌
祭
祭
離
別
舞
楽
荻
束
で
、

和
歌
祭
は
紀
州
点
照
宮
建
立
の
元
利
七
年
か

ら
今
日
に
至
る
ま
で
毎
年
五
月
十
七

u
に
行
わ
れ
て
お
り
、
紀
州
束
照
宮
政
「
来
照

社
縁
起
」
〈
全
五
を

住
と
川
広
通
筆
〉
の
第
五
巻
に
も
和
歌
祭
に
お
け
る
舛
楽
関
(
三

O
八
号
図
版
、
抑
凶
掲
棋
予
定
〉
が
見
ら
れ
る
。
現
に
こ
れ
ら
の
舞
楽
装
束
は
和
歌
山
京

に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
損
傷
部
分
に
哀
か
ら
当
て
裂
し
て
補
修
し
た
も
の
、
損
傷
部

分
を
除
い
て
、
同
種
類
の
二
・
三
領
を
接
ぎ
合
わ
せ
て
一
村
山
と
し
た
も
の
な
ど
、
実

川
に
供
さ
れ
て
来
た
舞
楽
装
束
の
活
川
の
様
子
が
ん
f
H
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
感
が
深

い
c

勿
論
、

後
世
乃
至
は
近
年
新
調

・
補
充
さ
れ
た
こ
と
の
明
ら
か
な
も
の
が
数
点

あ
る
が
、

少
く
と
も
文
様
等
に
は
古
械
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

中
に
は
一
冗
和
七
年
の

建
立
当
初
の
装
束
や
補
填
裂
な
ど
が
幾
っ
か
残
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
忠
わ
れ

る
資
料
が
次
の
よ
う
に
あ
る
。

砲

左
方
(
赤
色
)
七
領
、
右
方
全
日
色
〉
二
領
の
計
九
領
。

下
襲

ト
ぶ
万
(
赤
色
)
二
領
、
右
方
(
青
色
〉
二
領
の
計
四
領
。

半
管

左
万
戸
赤
色
〉

一
鋭
、
右
万
全
日
色
)
三
鎖
の
計
四
鎖
。

工bi糸L 靴
叩~; tfit?: 

左一足
ブj 足 心

赤
色

一
頭
、
右
方
(
青
色
〉

一
頭
の
計
二
頭
。

紀

州

東

照

宮

の

服

飾

類

上

石
帯

左
方
(
赤
色
〉

一
条
、
右
方
(
古
色
〉

一
条
の
計
二
条
。

総
計
二
十
三
点
。

以
上
、

A
十
六
点
、

B
四
点
、

C
一点、

D
二
十
七
点
、

E
二
十
三
点
の
総
計
七

十
一
点
が
、
伝
来
の
目
録
及
び
舞
楽
装
束
を
一
回
概
観
し
た
だ
け
で
算
出
し
た
数
で

あ
る
。
頼
宣
の
戦
陣
川
衣
類
包
に
は
端
裂
、
く
け
紐
の
知
も
多
々
あ
り
、
鮮
烈
装
束

は
更
に
同
類
の
山
現
も
可
能
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
七
十
一
点
は
あ
く
ま
で
も
概
数
で

あ
る
こ
と
を
こ
と
わ
っ
て
お
く
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
伝
来
概
要
に
よ
る
紀
州
点
照
穴
の
服
飾
類
は
名
グ
ル
ー
プ
別

に
次
の
よ
う
な
特
色
が
認
め
ら
れ
る
心

A
グ
ル
ー
プ
は
京
帯
の
装
束
と
小
袖
及
び
小
袴
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
形
態
並
び
に

染
織
史
的
見
地
か
ら
何
れ
も
江
戸
初
頭
以
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
社
伝

通
り
家
康
所
川
n
仰
と
見
倣
さ
れ
、
束
帯
の
遺
品
資
料
に
こ
の
時
代
ま
で
逆
る
も
の
は

現
存
し
な
い
の
で
貴
重
で
あ
る
P

ま
た
小
紋
の
小
袖
(
凶
版
V
〉
、
縞
縞
子
の
小
袴
(
図

版
E
b
)
は
中
で
も
貴
重
な
得
難
い
資
料
で
あ
る
む

B
グ
ル
ー
プ
は
能
川
公
点
の

三
点
と
白
絞
小
袖
で
、
こ
れ
ら
も
形
態
及
び
染
織
史
的

見
地
か
ら
江
戸
初
頭
以
前
の
も
の
と
見
倣
さ
れ
る
。
萄
江
錦
の
法
被
ハ
台
帳
で
は
半

皆
と
な

っ
て
い
る
が
〉
(
図
版
I
、

川
い
ら
れ
て
い
る
金
補
は
、

E
)
は
極
め
て
絡
調
の
一
向
い
仮
n
m
で
あ
り
、
，
M
衣
に

註
2

凶
産
の
金
欄
と
し
て
は
現
存
最
占
の
遺
品
で
あ
ろ
う
。

C
グ
ル
ー
プ
の
革
陣
羽
織
ハ
抑
凶
ロ
)
は
、
写
山
一
(
で
も
比
ら
れ
る
よ
う
に
、
出
蛮

一
以
来
の
金
唐
草
風
な
技
法
で
あ
ろ
う
か
金
一
色
に
表
面
を
塗
っ
て
料
か
せ
た
牛
咋

に
、
白
い
南
方
の
植
物
繊
維
と
忠
わ
れ
る
白
い
総
飾
り
を
つ
け
、
形
態
は
明
ら
か
に

曲
線
裁
断
の
洋
式
で
あ
り
、
縫
製
も
洋
式
と
南
蛮
様
式
の
極
め
て
波
厚
な
、
す
べ
て

67 

二
九



jミ

千貯

コプJ，っ

清
川

究

。
ノ、

が
南
蛮
風
に
高
度
に
ま
と
め
ら
れ
た
陣
羽
織
で
あ
る
。

D
グ
ル
ー
プ
は
頼
宣
大
坂
陣
出
陣
の
折
の
所
用
品
と
い
う
社
伝
は
、
服
飾
・
染
織

両
面
か
ら
考
慮
し
て
も
時
代
的
に
信
溶
性
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
何
れ
も
従
来
は
遺
品

資
料
が
背
無
乃
至
は
僅
少
と
い
っ
た
種
類
の
戦
陣
用
服
飾
品
で
ハ
三

O
八
号
図
版
、

挿
図
掲
載
予
定
〉
、

今
回
こ
の
よ
う
に
多
量
に
発
見
さ
れ
た
の
は
今
後
の
研
究
が
侠
た

れ
る
数
々
で
あ
る
。

且
つ
極
め
て
珍
し
い
上
、
高
級
品
と
し
て
も
格
調
の
高
い
裂
地

で
作
ら
れ
て
い
る
紅
地
桃
宝
尽
し
文
様
陣
羽
織
(
三

O
八
号
凶
版
掲
載

F
定
〉
、
南
蛮

風
俗
図
等
に
屡
と
散
見
さ
れ
る
西
欧
で
十
六
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
初
頭
に
か
け
て
盛

ん
に
用
い
ら
れ
た
袋
襟
(
英
語
で
ラ

7
2
R
フ
ラ
ン
ス
語
で
フ
レ
ー
ズ
同
S
Z
P
台
帳

で
は
襟
巻
と
な
っ
て

い
る
。)
が
遺
品
資
料
は
ロ
ン

ド

ン
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ア
ン
ド
・

註
3

ア
ル
パ
!
ト
博
物
館
に
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
一
点
あ
る
の
み
で
あ
っ
た
も
の
が
三
領

も
そ
の
中
に
見
出
さ
れ
た
こ
と
は
驚
異
で
あ
る
。
ま
た
紗
綾
の
逃
品
資
料
は
こ
れ
ま

で
は
少
か
っ
た
と
こ
ろ
に
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
下
着
、
紐
、
情
等
に
多
く
凡
ら
れ
、
且

つ
、
従
来
は
そ
の
裂
幅
の
わ
か
る
遺
品
資
料
は
皆
無
で
あ
っ
た
(
片
側
に
織
耳
が
あ
っ

て
も
片
側
が
必
ず
裁
自
の
遺
品
資
料
ば
か
り
で
あ
っ
た
〉

と
こ
ろ
へ
、
こ
の
絞
模
様
が
染

め
出
さ
れ
た
紫
紗
綾
帯
は
紗
綾
の
裂
幅
一
杯
を
川
い
た
帯
で
あ
る
こ
と
で
紗
綾
の
裂

一
幅
が
判
明
し
た
等
、
著
し
い
発
見
、
収
穫
の
一
包
で
あ
っ
た
。

E
グ
ル
ー
プ
は
古
い
遺
品
資
料
は
僅
少
な
舞
楽
装
束
に
あ
っ
て
、

日
光
の
輪
王
寺

に
伝
わ
る
舞
楽
装
束
の
年
代
に
も
匹
適
す
る
遺
品
で
は
な
か
ろ
う
か
と
そ
の
貴
重
さ

が
想
わ
れ
る
-
群
で
あ
る
。

各
服
飾
品
の
概
観

。

A 

68 

束
帯
の
装
束
に
入
る
も
の

台
帳
記
載
順
名
称

i
l黒
抱
、
表
袴
、
冬
裾
、
夏
山
午
、
丸
、
胴
服
(
冬
御
祖
の
附
紙
〉
、
夏

半
皆
、
冬
下
襲
、
冠
、
初
、
石
帯
、
機
、
沓
|
|

A
1
1

伝
家
康
所
用

黒
抱
(
挿
図
1
〉
冬
裾
と
共
に
桐
製
外
箱
、
黒
漆
葵
紋
付
蒔
絵
内
箱
(
挿
図
1
、

内
箱
の

大
き
さ
竪
七
八
セ
ン
チ
、
横
四
三
セ
ン
チ
、
深
さ

一
五
セ
ン
チ
、
葵
紋
外
径
三
0
・
三
セ
ン
チ
1

一

尺

の
二
重
箱
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
台
帳
に
も
こ
の
二
点
は
破
損
し
て
い
て
黒
抱
箱

に
入
組
ん
で
あ
る
意
が
記
載
し
て
あ
る
の
で
、
明
治
四
十
一
年
当
時
す
で
に
こ
う
し
て
保

存
し
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

朽
損
著
し
く
拡
げ
る
こ
と
は
不
可
能
、
茶
色
に
槌
色
し
て
お
り
、
地
は
固
地
綾
、
葵
丸

紋
と
唐
草
が
地
紋
に
窺
わ
れ
る
。
裏
は
黒
平
絹
で
や
は
り
茶
色
に
変
色
し
て
い
る
。
表
裂

は
地
は
緯
の
三
枚
綾
で
/

(
右
上
り
て
文
様
は
経
の
六
枚
綾
で
/

(
右
上
り
〉
、
密
度
は
一

セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
は
六
五
本
前
後
、
緯
糸
は
三
二
越
前
後
。
裏
裂
の
密
度
は
一
セ
ン
チ

問
に
、
経
糸
は
五

O
本
前
後
、
緯
糸
は
四
八
越
前
後
。

A
ー

2

伝
家
康
所
用

黒
半
腎
〈
台
帳
で
は
夏
半
皆
〉

物
に
触
れ
れ
ば
粉
状
に
化
す
朽
損
状
態
で
、

槌
色
し
て
茶

色
を
呈
し
て
お
り
、
襟
や
妊
の
剣
先
ら
し
い
縫
目
の
部
分
が
観
察
さ
れ
る
。
唐
花
七
宝
繋

ぎ
文
様
の
穀
織
(
表
側
は
経
糸
が
浮
い
て
文
様
構
成
〉
で
、
文
丈
は
七
セ
ン
チ
前
後
、
案

間
幅
は
七
セ
ン
チ
、
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
が
五

O
本
前
後
、
緯
糸
が
一
八
越
前

後
白

A
1
3

伝
家
康
所
用

冬
下
襲
(
図
版
町
〉

白
地
唐
花
七
宝
文
田
地
綾
(
文
丈
七
・
七
セ
ン
チ
、

実
関
幅
八
・
五
セ
ン

チ
、
地
は
経
の
三
枚
綾
/
(右
上り)、

文
は
緯
の
浮
織
、
密
度
は
一
セ

ン
チ
聞
に
、

経
糸
は
六
四
本

前
後
、
緯
糸
は
三
O
越
前
後
)
の
表
裂
で
こ
れ
は
被
ハ
挿
図
3
V
と
同
文
。
裏
は
紅
平
絹
ハ
紅



伝家康所用の黒抱 (A- l) 

冬裾 (A-4)と納入内箱

え A

裾j
/ー、

挿伝
図家
1康
、ノ所

用
削

述
。コ
ょ
っ

抱
と

J百
し

挿図 1伝家康所用 能装束三点

(B-l，，-，3)納入内和

A
1
5

伝
家
康
所
用

組
〈
台
帳
で
は
冬
胴
服
〉

の
後
染
、
密
度
は

一
セ
ン
チ
聞
に
、

経
糸
は
四
六
本

前
後
、
緯
糸
は
三
八
越
前
後
)
の
板
引
。
丈

は

後

が
一
二
三
セ
ン
チ
(
別
に
祉
が

0
・
五
セ
ン
チ
)
、

--HHHue

、.

L
M
口
品
川
M

一
ノ
セ
ン
チ
(
別
に
枇
が

0
・
五
セ

ン
チ
)
、

桁
七
四
セ
ン
チ
(
別
に
枕
が

一
セ
ン
チ
〉
、
袖
幅

六
・
五
セ
ン
チ
(
別
に
枇
が

一
セ
ン
チ
〉
、
袖
丈
八

九
・
五
セ
ン
チ
。
重
量
は
五
二

0
グ
ラ
ム
。

て
二
重
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
板
引
の
田
市

(
茶
色
に
槌
色
)
の
面
が
朽
損
著
し
く
、
自
国
地

綾
の
面
は
損
傷
は
な
い
。
拡
げ
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
る
。
自
国
地
綾
は
臥
蝶
の
丸
紋
ハ
長
径

一
六
セ
ン
チ
、
短
径
一
五

・
ニ
セ
ン
チ
〉
が
地
紋

で
、
地
は
総
の
三
枚
綾
/

ハ
右
上
り
て
文
は
経

の
三
枚
綾
/

ハ右
上
り
て
密
度
は
一
セ
ン
チ
間

に
、
経
糸
は
六
五
本
前
後
、
総
糸
は
三
五
越
前

後
。
板
引
の
黒
い
方
は
断
片
が
附
着
し
て
い
る

挿図2

程
度
で
、
裂
地
は
黒
の
平
絹
、
密
度
は
一
セ
ン

チ
間
に
、
経
糸
は
五

O
本
前
後
、
緯
糸
は
三
八

越
前
後
。

紅
地
花
唐
草
鳳
鼠
文
困
地
綾
ハ
文
丈
二
一
了
五
セ
ン
チ
、
実
関
幅
九

り
て
密
度
は
一
セ
ン
チ
間
に
、

-
五
セ
ン
チ
)
の
表
裂
で
、
地
は
緯
の
三
枚
綾
/
ハ
右
上
り
て
文
は
経
の
六
枚
綾
/
ハ
右
上

経
糸
は
六

O
本
前
後
、
緯
糸
は
三
二
越
前
後
、
裏
は
紅

平
絹

(
紅
の
後
、染
、
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
は
四
二
本
前
後
、
緯
糸
は
四

O
越
前
後
、
経

糸
、
緯
糸
の
太
さ
は
ほ
ぼ
同
じ
〉

紀

州

東

照

宮

の

服

飾

類
の
板
引
。
丈
は
後
が
一
三
四
セ
ン
チ
、
前
が
一
二
八
セ
ン

上

チ
、
桁
七

0
・
五
セ
ン
チ
、
袖
幅
三
四
セ
ン
チ
(
別
に
祉
が

0
・
五
セ
ン
チ
)
、
袖
丈
九

O
セ

ン
チ
。
重
量
は
六
四

0
グ
ラ
ム
。

A
ー

6

伝
家
康
所
用

車
(
台
帳
に
は
夏
単
ゾ

紅
地
繁
菱
文
困
地
綾
(
文
丈
五
・
五
セ
ン
チ
、
案
間
幅
八
・
二
セ
ン
チ
、

菱
の
長
径
六
セ
ン
チ
、
短
径
三

・
三
セ
ン
チ
、
地
は
緯
の
三
枚
綾
、
文
は
経
の
六
枚
綾
〉
C

丈
は
後

が
一
三
一
セ
ン
チ
、
前
が
一
一
七
セ
ン
チ
、
桁
七
四
セ
ン
チ
、
袖
幅
三
七
・
五
セ
ン
チ
、

袖
丈
九

0
セ
ン
チ
、
裂
幅
四

0
セ
ン
チ
。
重
量
四
二

0
グ
ラ
ム
。

A
ー

7

伝
家
康
所
用

表
袴
(
挿
図
4
〉
白
地
椿
唐
草
文
凶
地
綾
(
文
丈
三
一
セ
ン
チ
前
後
、
案
間
幅
八
セ
ン
チ
、
地

は
経
の
三
枚
綾
¥
ハ
左
上
り
て
文
は
粋
の
六
枚
綾
¥
ハ
左
上
り
て
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
は

六
O
本
前
後
、
緯
糸
は
二
六
越
前
後
〉
の
表
裂
で
、
裏
は
紅
平
絹
(
紅
の
後
染
、
密
度
は
一
セ
ン

チ
間
に
、
経
糸
は
四
二
本
前
後
、
緯
糸
は
三
二
越
前
後
、
経
糸
の
方
が
緯
糸
ま
り
細
い
)
の
板
引
、

丈
は
一

O
四
セ
ン
チ
(
紐
付
よ
り
下
方
、
別
に
祉
が

0
・
九
セ
ン
チ
)
、
腰
幅
五
二
セ
ン
チ
、
重

量
五

0
0グ
ラ
ム
。

A
ー

8

伝
家
康
所
用

機

〈
挿
図
3
〉
白
地
唐
花
七
宝
文
固
地
綾
ハ
文
丈
七
・
五
セ
ン
チ
、
実
間
幅
八
セ
ン
チ
、
地
は

経
の
三
枚
綾
/
(
右
上
り
)
、

文
は
締

の
浮
織
、
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、

経
糸
は
六
四
本
前
後
、
緯
糸
は
三

O

様 (A-8)

越
前
後
)
の
冬
下
襲
と
同
文
の
裂

で
、
表
裏
共
裂
、
即
ち
無
双
仕

立
て
に
な
っ
て
い
る
。
足
部
分

の
長
さ
三

0
セ
ン
チ
、
深
さ
二
八

伝家康所用

セ
ン
チ
、
重
量
は
六
四
グ
ラ
ム
。

A
1
9

伝
家
康
所
用

石
帯
〈
挿
図
5
a
、
b
〉

挿図3

石
は
潟

瑠
で
、
八
個
の
う
ち
四
個
ず
つ

69 



美

f将

研

究

。
ノ、

号

丸
制
と
巡
方
に
な
っ
て
お
り
何
れ
も
無
文
、
写
真
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
丸
納
四
個
が
中
に

70 

並
び
巡
々
は
二
個
ず
つ
両
側
に
並
ん
で
い
る
。
幅
四
・
六
セ
ン
チ
ハ
一
寸
五
分
)
、
長
さ
七

う
わ
て

三
セ
ン
チ
、
上
子
は
四
・
四
セ
ン
チ
幅
で
長
さ
が
七
七
セ
ン
チ
。
豆
単
は
四
九

0
グ
ラ
ム
。

A
ー

ω
伝
家
康
所
川

一
地
(
柿
凶
6
a
、
b
、
C 
¥ノ

里
一
無
文
の
紗
で
織
が
添
え
て
あ
る
。
二
重
箱
に
納
め
ら
れ
て
お

チ
、
捌
械
を
挿
す
俸
、
そ
れ
を
受
け
る
本
体
の
穴
は
共
に
四
・
五
セ
ン
チ
の
長
さ
ο

重
量
は

挿図5a 伝家康所用の石帯(A-9)，

~;) (A-ll)，初の袋，内箱

a ~こ |バl じ ， イパliは-:，i~Illi 

り
、
内
箱
は
梨
/
丁
地
戸
に
雁
の
時
絵
ハ
押
凶
6

a
、b
、
c
)
で
あ
る
。
搬
は
川
和
に
納
め
ら

れ
、
織
の
下
に
板
が
般
か
れ
、

そ
の
下
に
!
箱
の
底
と
板
の
間
に
l

中
火
が
五
色
の
総
椛

に
な

っ
た
細
長
い
裂
が
あ

っ
た
(
挿
図
6
C
内
っ
て
左
端〉
。
冠
の
頑
凶
の
長
径
一
六
・
五
セ

ン
チ
、
短
径
(
幅
)
一
五
セ
ン
チ
、
巾
子
の
高
さ
一
九
セ
ン
チ
。
綾
は
幅
が
元
か
ら
四
・

五
セ
ン
チ
先
よ
り
の
と
こ
ろ
が
六
セ
ン
チ
、
先
端
が
八
・
三
セ
ン
チ
、
長
さ
は
五
一
セ
ン

本
体
だ
け
で
九
七
グ
ラ
ム
ν

裂
地
は
黒
無
文
の
紗
で
、
経
糸
二
本
片
線
れ
、
密
度
は
一
セ

ン
チ
聞
に
、
経
糸
が
一
八
本
前
後
、
緯
糸
が
七
越
前
後
。
不
明
の
裂
は
、
幅
が
五
・
五
セ

挿図 5b

ン
チ
、
長
さ
が
五
三
セ
ン
チ
で
、
両
端
が

0
・
三
セ
ン
チ
幅
の
織
耳
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
黄
、
緑
、
黄
の
三
色
の
絹
系
が
経
糸
と
な
り
経
五
枚
緒
子
。
中
央
に
渡
っ
て
い
る
緯

糸
(
経
糸
と
の
組
織
が
な
い
部
分
)
は
、
白
、
赤
茶
、
濃
加
黄
、
加
茂
の
凶
色
の
絹
糸
と
平
金

b 

c 

金糸入制

糸
の
計
五
色
、
竜
な
は
凶
グ
ラ
ム

で
あ
る
。

表袴 (Aー 7)

a 

挿図6a b c f.i家康所用

冠の内fIi，}ぱ (A-I0、Cはnlrri)，鰹，

伝家康所用挿図4



冠
の
箱
ハ
挿
図
6
a
、
b
、
c
)
は
梨
子
地
に
芦
雁
蒔
絵
の
精
円
筒
形
で
あ
る
。
蓋
の
内
側
に
三

つ
葉
葵
丸
紋
三
個
付
。
身
の
高
さ
外
法
二

0
・
五
セ
ン
チ
、
蓋
の
高
さ
外
法
四
セ
ン
チ
、

楕
円
は
外
法
で
長
径
二
六
・
八
セ
ン
チ
、
短
径
一
八

・
八
セ
ン
チ
。
蓋
内
側
の
葵
紋
の
径

は
四
・
八
セ
ン
チ
。
内
貼
裂
は
雷
文
繋
穆
に
牡
丹
文
の
黄
椴
。
箱
に
は
両
側
に
紐
を
通
す

た
め
の
録
が
つ
き
、
長
さ
七
三
セ
ン
チ
(
う
ち
総
九
セ
ン
チ
)
の
紅
紐
が
つ
い
て
い
る
。
重

量
は
七
八
五
グ
ラ
ム
。

A
l
u
伝
家
康
所
用

勿
(
挿
図
5
)

木
勿
で
、
二
重
箱
に
納
め
ら
れ
て
お
り
、
内
箱
は
青
貝
螺
銅
の
黒
漆
で
(
挿

図
5
、
大
き
さ
は
幅
一

0
・
五
セ
ン
チ
、

長
さ
四
八
セ
ン
チ
、

高
さ
六

・
五
セ
ン
チ
、
重
量
六
四
O

グ
ラ
ム
〉
、
白
平
絹
の
袋
ハ
挿
図
5
)
に
入
れ
て
納
め
ら
れ
て
あ
る
。
大
き
さ
は
厚
み
が

O

-
七

!
0
・
八
セ
ン
チ
で
幅
が
元
が
四
・
五
セ
ン
チ
、
先
が
六
・
五
セ
ン
チ
、
長
さ
四
五

a

b
 沓 (A-12)，bは滑りどめのある沓底を見せる

挿図7ab 

伝家康所用

紀

州

京

照

宮

の

服

飾

煩

ーと

セ
ン
チ
、
重
量
は
九
五
グ
ラ
ム
。

A
ー
ロ
伝
家
康
所
用

沓
(
挿
図
7
〉
写
真
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
革
製
の
沓
で
、
南
蛮
風
な
形
態
が
、
現
存
遺
品
資

料
で
は
唯
一
の
極
め
て
珍
し
く
責
重
な
資
料
で
あ
る
。
茶
色
で
、
柔
ら
か
い
牛
革
製
、
鉄

色
毛
織
(
経
糸
が
紫
、
緯
糸
が
渋
い
頑
黄
色
)
綾
の
裏
が
内
側
に
貼
つ
で
あ
る
。
甲
の
と
こ

ろ
で
結
ん
で
あ
る
紫
な
め
し
革
は
、
沓
の
中
に
あ
る
鼻
緒
ハ
下
駄
や
草
履
問
機
第
一
指
と

第
二
指
で
挟
む
よ
う
に
な
っ
て
い
る
〉
の
尖
端
が
結
び
と
め
て
あ
る
の
で
あ

っ
た
D

こ
の

よ
う
な
南
蛮
風
な
沓
が
束
帯
の
装
束
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
不
審
に
も
忠
わ
れ
る

が
、
伝
来
に
従
っ
て
束
市
一
式
と
し
て
伝
わ
り
今
日
に
残

っ
て
い
る
も
の
の
部
類
に
入
れ

る
D

こ
の
沓
の
足
の
長
さ
は
二
四
・
五
セ
ン
チ
、
巾
の
幅
は
一

0
セ
ン
チ
(
そ
の
位
置
の
民
-

か
ら
甲
を
廻
っ
た
外
周
は
左
右
と
も
二
九
セ
ン
チ
〉
、
足
首
ど
め
は
釦
穴
が
あ
け
て
あ
り
、
直

径
約
七
ミ
リ
の
革
製
釦
が
蔽
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
(
足
首
ど
め
の
位
置
の
外
周
は
左
右
と

も
三
五
セ

ン
チ
ヨ
持
底
に
滑
り
ど
め
の
凸
状
粒
が
加
工
し
て
あ
る
(
底
革
の
表
皮
は

一
枚
が

紫
っ

て
お
り
、

中
に
版
め
こ
ん
だ
粧
状
の
も
の
の
部
分
の
革
が
仲
び
て
突
き
山
て
い
る
。
そ
の
杭
状

の
滑
り
ど
め
は
右
が
三
二
個、

左
が
二
九
個
)
。
重
量
は
一
足
で
二
一

0
グ
ラ
ム

(右
が

一
O
五

グ
ラ
ム
強
、

左
が
一
O
四
グ
ラ
ム
強
)
口
縫
い
庁
は
、
二
ミ
リ
弱
の
極
め
て
揃

っ
た
針
目
の
返

え
し
縫
い
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
沓
は
左
右
を
そ
れ
守
れ
半
た
く
畳
む
よ
う
に
し
、
白
平
絹
の
中
仕
切
り
の
あ
る
袋

に
左
右
を
そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
入
れ
、
更
に
そ
れ
を
桐
製
二
電
箱
ハ
二
竜
箱
の
外
箱
は
薄
く
漆

が
塗
っ

て
あ
る
茶
褐
色
〉
に
納
め
て
伝
え
ら
れ
て
来
た
。

束
帯
の
装
束
以
外
の
も
の

台
帳
記
載
順
名
称
1

1

1
小
袖
(
地
羽
二
重
、
山
田
草
絞
り
て
白
小
袖
(
地
羽
二
重
)
、
小
袖

(
地
羽
二
重
、
葵
紋
付
宝
尽
し
小
紋
)
、
小
山
門
(
卜
砂
地
利
黄
縞
〉

A
l
u
伝
家
康
所
用

浅
葱
地
宝
尽
し
小
紋
小
袖
(
凶
版
V
台
帳
で
は
宝
尽
し
小
紋
小
袖
)

設
4

綿
入
れ
で
、

身

丈

三
六

・
五
七
セ
ン
チ
ハ
別
に
祉
が

0
・
五
セ
ン
チ
)
、
桁
六

一
セ
ン
チ
ハ
別
に
袖
口
枇

O

71 



美

花
川
γれ
μ

~ 

ノ

号

。

究

都i

-
七
セ
ン
チ
〉
袖
巾
二
二
セ
ン
チ

(別
に
袖
口
枕

0
・
七
セ
ン
チ
)
、
袖
丈
五
三
セ
ン
チ
、

重
量
九
二

0
グ
ラ
ム
。
表
裂
は
五
つ
紋
付
の
雫
尽
し
文
様
藍
染
平
絹
、
こ
の
平
絹
は
羽
二

重
風
で
あ
る
が
薄
手
で
織
目
が
粗
く
、
蜜
度
は
一
セ
ン
チ
問
に
、
経
糸
は
三
八
本
前
後
、

緯
糸
は
三
八
越
前
後
。
裏
裂
は
薄
浅
葱
平
絹
の
通
し
一
果
、
後
染
で
密
度
は
プ
セ
ン
チ
間
に
、

経
は
三
四
本
前
後
、
緯
は
三
二
越
前
後
。
仕
立
て
は
当
初
の
ま
ま
の
う
ぶ
な
も
の
、
袖
帽

が
狭
く
身
幅
が
広
い
、
襟
肩
あ
き
が
狭
い
、
耗
下
り
が
少
い
、
立
棲
が
短
い
、
粍
幅
が
広

い
、
後
身
幅
と
前
身
幅
と
が
殆
ど
同
寸
法
、
桁
が
短
い
、
袖
口
、
が
狭
い
、
と
い

っ
た
形
態

上
の
特
徴
も
初
期
小
袖
に
適
合
し
て
、
日
光
東
照
宮
の
伝
家
康
所
用
の
小
紋
胴
服
(
美
術

研
究
三

O
一
二
号
拙
稿
参
照
〉
と
凡
そ
同
じ
時
代
か
、
多
少
は
こ
の
小
袖
の
方
が
時
代
が
上
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
染
色
は
、
先
ず
紋
所
五
ケ
所
に
、
剤
ぃ
紙
を
使
っ
て
両
面
か
ら
糊
置
き
を
し
て
い

る
。
こ
の
紋
所
の
径
は
三
・
三
セ
ン
チ
か
ら
四
セ
ン
チ
ま
で
不
揃
い
で
、
後
述
す
る
が
、

こ
れ
は
幾
度
も
藍
に
浸

っ
た
為
に
防
染
糊
の
周
聞
が
と
け
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の

後
、
薄
藍
に
二
浴
か
ら
三
浴
さ
せ
て
薄
浅
葱
に
染
め
、
次
に
片
面
か
ら
宝
尽
し
文
様
の
型

紙
(
文
様
の
一
か
え
り
が
一
一
・
三
セ

ン
チ、

一
枚
型
)
を
用
い
て
防
染
糊
の
型
付
を
行

っ
て

い
る
。
藍
に
浸
染
し
て
い
る
の
で
こ
の
糊
は
両
面
か
ら
付
け
ら
れ
て
い
る
か
と
忠
わ
れ
た

が
、
裂
の
破
損
例
所
か
ら
裏
面
を
観
察
す
る
と
、
宝
尽
し
文
総
の
裏
而
か
ら
の
型
付
は
行

な
わ
れ
て
い
な
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
表
裂
は
薄
手
の
比
較
的
日
の
粗
い
平
絹
で

あ
る
た
め
、
表
か
ら
付
け
た
糊
が
裏
に
も
或
程
度
廻

っ
て
表
の
文
総
に
は
支
障
を
来
さ
な

い
だ
け
の
防
染
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
同
様
の
こ
と
が
薄
手
の
・
桝
裂
の
特
等
の
政
染

註
5

め
の
小
紋
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
片
面
糊
置
さ
れ
た
裂
は
監
に
人
り
、
濃
い
監
に

二

浴
か
三
浴
し
て

い
る
と
忠
わ
れ
る
。
そ
の
問
、
糊
が
か
ろ
う
じ
て
保
た
れ
た
と
い
っ

た
体

子
が
こ
の
遺
品
資
料
の
防
染
部
、
即
ち
文
様
部
分
と
紋
所
部
分
か
ら
窺
わ
れ
て
興
深
い。

砥
ぎ
す
ま
さ
れ
た
よ
う
な
鋭
い
線
な
ど
比
事
に
表
現
出
来
る
技
術
的
に
進
ん
だ
後
川
の
監

染
の
中
型
の
良
さ
と
ま
た
異

っ
た
、
蝋
防
染
の
よ
う
な
風
合
さ
え
あ
る
と
ぼ
け
た
味
の
拡

染
の
小
紋
も
ま
た
親
し
み
を
感
じ
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
水
洗
で
糊
を
落
し
、
乾
か
し
て

か
ら
、
白
抜
き
に
な

っ
て
い
る
紋
所
の
部
分
に
黄
色
で
葵
の
葉
の
色
挿
し
を
し
、
茶
色
で

四

/ 

線
摘
き
を
行
っ
て
い
る
。
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A
l
u

伝
家
康
所
用

濃
蔚
黄
地
鉄
線
唐

ι絞
り
小
袖
(
凶
版
官
、

台
帳
で
は
唐
草
絞
り
小
袖
)

綿
入
れ
で
、

身
丈

一
二

八
セ
ン
チ
(
別
に
枕
二
・
ノ
セ
ン
チ
〉
、
桁
五
二
セ
ン
チ
(
別
に
袖
口
祉
が

一
セ
ン

チ
〉
、
袖
幅
二

0
セ
ン
チ
(
別
に
袖
口
枇
が

一
セ
ン
チ
)
、
袖
丈
四
五
セ
ン
チ
、
重
量
は
六
七

0
グ
ラ
ム
。
表
裏
と
も
き
め
の
細
か
な
羽
二
重
で
、
表
裂
は
、
経
糸
は
緯
糸
よ
り
細
く
、

蜜
度
は

一
セ
ン
チ
問
に
、
経
糸
は
四
ノ
本
前
後
、
緯
糸
は
四
八
越
前
後
。
裏
裂
は
後
染
の

水
浅
葱
一千
絹
で
、
経
糸
は
緯
糸
よ
り
も
幾
分
細
目
で
、
密
度
は
一
セ
ン
チ
問
に
、
経
は
四

八
本
前
後
、
総
は
三
六
越
前
後
。
仕
立
て
は
当
初
の
ま
ま
の
う
ぶ
な
も
の
、
日
向
袖
口
や
襟

首
回
り
に
汚
れ
が
残

っ
て
い
る
。
身
丈
や
桁
が
短
く
小
ぶ
り
で
あ
る
。

匹
田
鹿
の
子
の
絞
技
法
で
鉄
線
唐
草
が
散
ら
し
て
あ
り
、
水
戸
の
徳
川
家
に
伝
わ
る
家

成
所
用
小
袖
に
こ
の
小
袖
に
形
態
や
絞
り
の
技
法
や
模
様
の
類
似
し
た
の
が
あ
り
今
後
の

調
査
が
侠
た
れ
る
。

A
!
日
伝
家
康
所
用

白
小
袖
(
挿
図
8
、
台
帳
で
も
白
小
袖
〉

綿
入
れ
で
、
汚
れ
は
多
い
が
傷
ん
で
は
い
な

い
。
身
丈
一
一
二
・
五
セ
ン

チ
(別
に
枕
が
0
・
五
セ

ン
チ〉

白小袖 (A-15)

桁
六
五
セ
ン
チ
(
別
に
袖
口
枕

一
セ
ン
チ
〉
、
袖
幅
二
五
・
五

セ
ン
チ
(
別
に
袖
口
被

一
セ
ン

チ
〉
、
袖
丈
三
九
セ
ン
チ
。

伝家康所用

重
量
は
四
九

0
グ
ラ
ム
。
表

一裂
は
共
裂
で
、
比
較
的
薄
い

羽
二
重
で
あ
る
。
密
度
は

挿図8

セ
ン
チ
問
に
、
経
糸
は
四
六

本
前
後
、
総
糸
は
三
八
越
前

後



A
!日

伝
家
康
所
用

紅
黄
縞
緒
子
小
袴
(
図
版

E
b
、
台
帳
で
は
小
袴
l
赤
地
絹
黄
縞

l
〉

丈
六
九
セ
ン
チ

ン
チ
、
深
さ
一
六

・
五
セ

ン
チ
、
葵
紋
外
径
一
二

・
七
セ
ン
チ
〉
の
二
重
箱
に
納
め
ら
れ
て
い

(
腰
の
紐
、
裾
を
く
る
ん
で
あ
る
斜
め
裂
部
分
の
幅
を
除
く
。〉
腰
幅
は
前
は
四
五
セ
ン
チ
、
後

る。 る
。
台
帳
に
も
こ
の
三
点
が
こ
の
二
重
箱
に
納
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
記
峨
さ
れ
て
い

は
四
二
・
五
セ
ン
チ
。
重
量
は
二
九

0
グ
ラ
ム
。

表
が
萄
江
錦
、
裏
が
紅
地
牡
丹
唐
草
紋
紗
の
袷
仕
立
の
法
被
で
、
身
丈
七
七
・
五
セ
ン

チ
、
桁
七
五
セ
ン
チ
、
袖
幅
四
五
セ
ン
チ
、
袖
丈
五
六
セ
ン
チ
。
重
量
は
一

O
一
O
グ
ラ

名
物
裂
の
縞
縞
子
を
用
い
て
作
っ
た
南
蛮
風
小
袴
で
、
縞
縞
子
は
格
調
高
い
地
質
の
、紅

註
6

と
黄
の
細
い
縦
縞
で
あ
る
。
紅
は
極
め
て
高
い
純
度
の
が
用
い
て
あ
り
、
黄
と
の
対
照
が

ム。

美
し
い
。
裂
幅
は
四
五
セ
ン
チ
か
ら
四
七
セ
ン
チ
よ
り
広
い
幅
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
茶

表
~Il 
4.<. 

間
損
傷
部
分
か
ら
そ
の
両
織
耳
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
て
わ
か

っ
た
。
州
脇
の
縫
代
が
そ

背
日聞
が
背
縫
な
し
で
一
幅
の
裂
が
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
あ
る
こ
と
が
、
呉
川
試
の

地
桐
菊
紋
綾
の
腰
紐
が
前
と
後
に
そ
れ
ぞ
れ
く
け
つ
け
て
あ
る
が
、
茶
色
染
の
鉄
媒
染
の

た
め
に
朽
損
が
甚
だ
し
く
、
前
は
か
ろ
う
じ
て
そ
の
全
容
を
保
っ
て
い
る
が
、
後
は
残
欠

れ
ぞ
れ
約
一
セ
ン
チ
で
、
背
面
の
裾
幅
が
五
九
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
燭
江
錦

の
裂
幅
は
六
一
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
文
丈
一
三
・
七
セ
ン
チ
、
案
問
幅
一
五
セ
ン
チ
。

が
少
々
附
着
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
西
欧
風
な
裁
断
の
小
符
で
今
後
の
調
査
が
侠
た
れ

る。

地
は
経
の
三
枚
綾
で
経
糸
、
緯
糸
共
に
濃
加
黄
、
経
緯
共
に
一
本
が
、
二
本
引
き
揃
え
の

太
い
絹
糸
で
あ
る
。
密
度
は
一
セ
ン
チ
問
に
、
経
糸
は
四
四
本
前
後
、
緯
糸
は
二
七
越
前

B 

後
、
地
揚
み
で
あ
る
。
絵
緯
も
二
本
ず
つ
引
き
揃
え
の
太
い
糸
で
、
白
、
自
に
近
い
銀
鼠
、

B
1
1

伝
家
康
所
用
能
装
束

萄
江
錦
法
被
(
図
版

I
、

E
、
挿
図
9
、
台
帳
で
は
半
皆
〉

極
薄
紅
、
黄
、
薄
蔚
黄
、
赤
茶
の
六
色
で
あ
る
。

註
7

純
度
の
高
い
紅
染
の
牡
丹
唐
草
紋
紗
(
挿
図
9
〉
で
、
文
丈
一

裏
裂

狩
衣
、
帯
と
共
に
桐
製
外
箱
、
黒
塗
葵
紋
付
蒔
絵
内
箱
(
挿

図
2
、
内
箱
の
大
き
さ
は
竪
五
五
・
三
セ
ン
チ
、
横
三
九
・
五
セ

伝家康所Jli能装束 萄江錦法被

(B 1)の哀裂紋紗

挿図9

紀

州

東

照

宮

の

服

飾

類

上

狩衣(B-2)と帯 (B-3)

六
セ
ン
チ
、
案
間
幅
一

0
・
五
セ
ン
チ
。
経
糸
二
本
片
綴
れ
の
紋
紗
で
、

密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
経
糸
は
三
二
本
前
後
、
緯
糸
は
三

O
越
前
後
で
あ

る。

」
う
し
た
裂
地
で
作
ら
れ
た
能
装
束
の
法
被
は
凶
版

I
E
で
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
ま
こ
と
に
堂
々
と
し
て
品
よ
く
格
調
が
高
い
。
現
存
遺
品
資
料

と
し
て
、
能
装
束
「
法
被
し
の
立
場
か
ら
も
、
明
か
ら
の
舶
岐
裂
「
濁
江

束装用所獅

B
1
2

伝
家
康
所
用
能
装
束

伝
崩
黄
地
葵
紋
散
し
狩
衣
〈
図
版

E
a
、
挿
図
印
、
台
帳
で
は
能
狩
衣
)

錦
」
の
立
場
か
ら
も
、
恐
ら
く
は
阪
高
級
の
優
品
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
で

あ
ろ
う
。

挿図10

両
袖
付
の
綴
ぢ
糸
が
桁
ち
て
双
方
と
も
袖
は
離
れ
て
し
ま
い
、
現
在
は
身

頃
と
左
右
両
袖
の
三
つ
に
分
離
し
て
い
る
。
表
は
葵
紋
が
金
糸
で
あ
ら
わ
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美
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号

。

研

究

ム

ノ、

円綾~~紋 {、jソj、布1 1 (B-4) 伝家康所用挿図11a 

さ
れ
て
い
る
蔚
黄
地
金
禰
で
裏
は
薄
紫
平
絹
の
袷
仕
立
の
狩
衣
、
身
丈
二
ハ
一
セ
ン
チ
、

桁
一

O
二

・
五
セ
ン
チ
、
袖
幅
八
二
セ
ン
チ
、
袖
丈
七
六
セ
ン
チ
。
重
量
は
一
四
六

O
グ

-フム。表
裂
は
外
経
一
八
・
五
セ
ン
チ
の
葵
紋
が
平
金
糸
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
崩
黄
地
の
金

欄
、
地
は
経
の
六
枚
綾
で
/
(
右
上
り
)
、
経
糸
は
ゆ
る
い
撚
で
、
つ
ま

っ
て
並
ん
で
い
る
の

で
統
の
よ
う
に
光
沢
が
あ
る
。
金
糸
は
約

0
・
四
ミ
リ
幅
で
、

一
セ
ン
チ
間
に
二
十
本
入

っ
て
い

る
(
隙
聞
が
な
い
よ
う
に
つ
ま
っ
て
入
っ

て
い
る
)
。
揚
み
糸
は
白
茶
色
の
糸
で
別
揚

み
。
葵
紋
が
織
り
出
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
は
国
産
と
考
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と

す
る
と
国
産
で
は
最
古
の
金
欄
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

B
1
3

伝
家
康
所
用
能
装
束

帯
〈
挿
図
目
、
台
帳
で
は
腰
帯
〉
。

中
央
と
両
端
に
固
い
紙
芯
が
入
り
(
各
ニ
九
セ
ン
チ
間
〉
、

そ
の
部
分
に
は
両
面
に
葵
紋
が
各
三
個
ず
つ
刺
繍
さ
れ
て
い
る
帯
で
前
記
蔚
黄
狩
衣
と
組

に
な

っ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
裂
地
は
変
り
紗
綾
形
に
花
の
折
枝
模
様
の
白
紗
綾
、
文

丈
が
五
セ
ン
チ
、
集
問
幅
が
四
セ
ン
チ
。
地
が
平
組
織
、
文
が
経
の
四
枚
綾
で
あ
る
。
・
密

度
は
一
セ
ン
チ
間
に
、
経
糸
が
五
六
本
前
後
、
緯
糸
は
三
五
越
前
後
。
刺
繍
の
葵
紋
は
外

一六

径
が
六

・
五
セ
ン
チ
、
内
径
五

・
五
セ
ン
チ
で
、
肪
黄
の
千
糸
で
渡

74 

し
締
に
よ

っ
て
葵
紋
を
表
出
、
白
糸
で
愉
邪
を
と

っ
て
い
る
。
白
地

の
紗
綾
の
色
調
や
光
沢
と
別
抗
、
山
の

二
色
の
刺
繍
糸
の
分
祉
、
対

比
が
程
よ
く
合

っ
て
い
て
爽
や
か
な
品
の
よ
さ
で
あ
る
。
市
は
一幅
が

七
・
八
セ
ン
チ
、
全
長
二

二
三

・
五
セ
ン
チ
で
、
重
量
は
一
一

O
グ

向上紋所部分

-フム

。

B

4

伝
家
成
所
川

自
絞
葵
紋
付
小
袖
(
持
関
口

a
、
b

台
帳
で
は
小
袖
〉

綿
入
れ

b 

で
、
身
丈

一
三
五

・
五
セ

ン
チ
、
桁
五
一

・
五
セ
ン
チ
、
袖
一
仙
二

O

セ
ン
チ
(
別
に
袖
口
社
0
・
二
セ
ン
チ
)
、
袖
丈
凶
二

・
五
セ
ン
チ
、市日
)

量
は
ノ
ノ

0
グ
ラ
ム
。

表
裂
は
葵
の
五
つ
紋
が
織
出
し
の
白
綾
で
、
光
沢
の
あ
る
統
で
あ

る
。
地
は
経
の
六
枚
絞
で
/

(右
上
り
〉
、
紋
所
の
部
分
は
地
の
裏
組
織
で
緯
の
六
枚
綾
¥

ハ左
上
り
)
、
丸
紋
は
外
経
が
竪
が
六
・

二
セ
ン
チ
、
横
が
六
・
五
セ
ン
チ
。
裂

地
の
密
度
は
一
セ
ン
チ
間
に
、
経
糸
は

七
O
本
前
後
、
緯
糸
は
四
二
越
前
後
。

裏
裂
は
白
羽
二
重
で
、
密
度
は
一
セ

ン
チ
聞
に
、

経
糸
は
凶
八
本
前
後
、
緯

草陣羽織 (C-l) 

糸
は
四
四
越
前
後
。

C 
C
ー
ー
伝
家
康
所
用

革
陣
羽
織
(
挿
図
ロ
、
台
帳
で
は
革
羽
織
)

伝家康所用

後
身
丈
七
七
セ
ン
チ
(
総
別
〉、
背
一肘

幅
四
六
セ
ン
チ
、
後
裾
幅
一

二
O
セ
ン

挿図12

チ
、
前
裾
幅
(
片
身
)
六

二
・
五
セ
ン



チ
、
竜
泣
一
一
五

0
グ
ラ
ム
。

表
は
丙
欧
波
来
の
金
庇
革
の
技
法
で
行
な
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
金
泥
喰
一の
大
き
な
牛
革

で
(
背
面
が
接
ぎ
目
な
し
の
大
き
な

一
枚
の
革
で
出
来
て
い
る
)
、
裏
に
は
麻
(
附
し
て
な
い
苧
麻
〉

が
全
面
に
貼

っ
て
あ
り
、
向
前
と
襟
裏
に
は
更
に
そ
の
上
か
ら
ギ
菱
文
武
絞
が
置
い
て
あ

は

f
ま

註

8

る
。
総
は
、

は
じ
め
白
熊
の
毛
か
と
思

っ
た
が
、

純
物
性
で
あ
る
よ
う
な
の
で
附

し
た
麻

か
と
思

っ
た
が
麻
で
も
な
い
。
南
ぷ
あ
た
り
か
ら
舶
峨

さ
れ
た
珍
民
な
植

物

の
繊
維
の

よ

註
9

う
で
あ
る
。
金
唐
草
を
用
い
、
完
全
に
洋
風
な
ス
タ
イ
ル
の
陣

羽
織
に
仕
立

て
て
あ

る
。

西
欧
文
物
の
隈
取
、
影
響
等
、
与
祭
す
べ
き
諸
問
題
の
多
い
資
料
で
、
今
後
の
訓
査
研
究

が
期
待
さ
れ
る
。

註

紀
州
京
照
宮
の
「
神
社
財
産
登
録
台
帳
」
も
雨
龍
村
社
の
「
神
社
財
産
登
録
中
訪
計
」
も
共
に

「
南
紀
徳
川
史

第
十
六
冊
L
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

2 

金
欄
は
、
明
様
の
織
法
が
天
正
年
間
に
堺
に
伝
来
し
製
織
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
わ
が
凶
で

は
始
め
て
て
、
そ
れ
が
慶
円
以
前
後
頃
に
は
西
陣
に
も
伝
え
ら
れ
製
織
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
(
佐
々

木
信
三
郎
若
「
両
陣
史
L
|
昭
和
七
年
、
一
一
文
州
堂

l
七
六
頁
〉
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
に
国
産
の
初
期

の
金
欄
て
あ
る
こ
と
が
明
確
な
遺
品
資
料
は
皆
無
で
あ

っ
た
。
徳
川
家
の
葵
紋
が
織
り
山
さ
れ
て
い

る
こ

の
能
装
束
狩
衣
の
金
欄
は
、
家
康
晩
年
の
も

の
と
す
れ
ば
、
す
で
に
堺
や
西
陣
で
は
盛
ん
に
金

欄
が
製
純
さ
れ
て
い
る
時
代
の
も
の
で
あ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
明
に
発
注
し
織
ら
せ
た
も
の
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。
従
っ
て
こ
の
金
制
は
国
産
金
制
の
初
期
の
も
の
と
想
定
さ
れ
、
現
在
の
と
こ
ろ
金
欄
遺
品

資
料
中
、
国
産
最
古
の
も
の
と
な
る
。

3 

西
洋
服
飾
史
研
究
家
の
丹
野
郁
埼
玉
大
教
授
に
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
。

4 

こ
の
中
入
制
も
真
綿
|
|
絹
綿
ー
ー
ー
で
あ
る
。
当
時
の
綿
入
れ
は
殆
ど
す
べ
て
が
真
綿
で
、
実
物

も
め
ん
ね
た

資
料
で
円
以
古
の
木
綿
綿
は
毛
利
家
に
伝
来
す
る
伝
毛
利
秀
就
所
川
緋
絹
産
衣
の
中
入
綿

(
拙
稿
の
美

術
研
究
二
六
七
号
一
三
頁
参
照
)
で
あ
る
。

5 

ド
尾
州
徳
川
家
に
家
康
所
川
と
伝
え
ら
れ
る
小
紋
の
梓
類
が
一
具
三
領
四
股
の
計
九
点
あ
り
、
こ
の

う
ち
藍
の
け
以
染
と
思
わ
れ
る
も
の
が
大
半
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
裂
の
地
質
が
薄
く

ハ
肩
衣
の
方
は

特
に
薄
く
、
透
け
て
い
る
〉
、
防
染
糊
は
紋
所
部
分
だ
け
が
両
面
糊
置
で
、
他
は
片
面
糊
置
で
、
藍

の
浸
染
が
な
さ
れ
て
い
る
(
拙
著
「
型
染
L
|
|
昭
和
五
十
年
、
芸
州
堂
|
|
図
版

m
l
n
及
び
図

紀

州

東

照

宮

の

服

飾

類

上

版
解
説
参
照
)

nb
・

可
d

紅
、
染
研
究
家
鈴
木
字
山
氏
に
矧
祭
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
。

8 

は
ぐ
ま
は
白
熊
の
字
を
当
て
る
が
、
熊
の
毛
で
は
な
く
、
チ
ベ
ッ
ト
高
原
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
地
方
原
庄

の
ヤ
ク

(J
E
W
)

と
い
う
牛
の
毛
で
あ
る
。
ヤ
ク
は
毛
牛
と
も
翠
ー
牛
と
も
い
わ

れ、

全
体
柔
ら
か

い

は

F
ま

ニ

マ

ま

長
毛
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
ヤ
ク
の
毛
を
内
く
し
た
の
が
山
熊
の
巴
、
黒
く
染
め
た
の
が
黒
熊
の

し
ゃ
ぐ
ま

毛
、
赤
く
染
め
た
の
が
赤
熊
の
じ
で
あ
る
。

9 

現
在
で
も
出
方
諸
島
で
は
程
々
な
植
物
の
内
皮
や
葉
か
ら
繊
維
を
採

っ
て
純
物
や
一
刷
物
を
行

っ
て

お
り
、
中
に
は
極
め
て
繊
細
な
繊
維
を
採
取
し
、
熟
述
し
た
技
術
と
時
山
を
か
け
て
最
高
の
則
宝
で

あ
り
権
威
の
諒
徴
物
で
あ
る
と
い
っ
た
超
高
級
品
が
作
ら
れ
た
り
し
て
い
る
。

一
九
七
五
年
沖
縄
出

洋
博
の
西
サ
モ
ア
室
に
出
陳
さ
れ
て
い
た
イ
エ
シ
ナ

Q
g
E
m
ハ
イ
ビ
ス
カ

ス
の
一
種
フ
ァ

ウ
樹

の
内
皮
か
ら
採
っ
た
繊
維
で
作
ら
れ
た
毛
皮
風
編
物
布
)
は
そ
の
一
例
で
、
当
時
そ
う
い
っ
た
高
級

円
山
が
南
方
諸
島
で
も
作
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
わ
が
川
に
も
舶
載
さ
れ
珍
重
さ
れ
た
で

あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
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